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昆布輸入割当制度の堅持を求める意見書�
�函館市は、漁業を基幹産業とする４町村との合併により、「豊かな海
が未来を拓く、ふれあいとやさしさに包まれた世界都市」を目指してお
ります。現在、北海道では総漁獲量が４位、総漁獲高では１位となり、
全国でも有数の水産・海洋都市となりました。�
�特に昆布漁は、操業世帯数２，４５３世帯、生産量５，７４９トン、
生産額６６億円で、生産量・生産額ともに全国１位であり、不動の地位
にあります。しかし、昆布漁は、地球温暖化などの自然環境の変化や変
動の激しい価格形成などに大きく左右されるため、地域経済もその影響
を直接に受けざるを得ない状況下にあります。�
�昨年１２月、韓国が日本のノリの輸入割当制度（ＩＱ制度）をＷＴＯ
に協定違反として提訴したことにより、水産物のＩＱ品目全体への波及
が懸念されます。そのような状況の中で、ＷＴＯでは、平成１８年末の
最終合意を目指し、今年１２月の香港閣僚会議での大枠合意に向けて協
議が開始されており、ＩＱ制度を含めた非関税障壁、分野別関税撤廃、
関税引き下げなどが協議されます。さらに、韓国とのＦＴＡ（自由貿易
協定）交渉やロシアのＷＴＯ加盟など、ＩＱ制度をめぐる情勢は大変厳
しい状況にあります。�
�撤廃が現実のものになるとすれば、低価格の輸入昆布の影響により、
品質を誇る地場産昆布であっても価格暴落は予測されるところであり、
昆布漁業者の廃業問題など、昆布に大きく依存している地域にとっては、
地域経済の崩壊につながりかねない事態も想定され、各地における昆布
漁業の存亡の危機にかかわる重大な局面を迎えることになります。�
�よって、政府ならびに国会は、昆布にかかる輸入割当制度（ＩＱ制度）
を堅持し、関税引き下げおよび撤廃措置に強く反対するよう要請いたし
ます。�
��以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。�
��    平成１７年６月２７日�
�　　　　　　　　　　　　　　　函館市議会議長　福　島　恭　二�

��������

　
第
２
回
定
例
会
で
議
員
提
案

さ
れ
た
意
見
書
は
、
次
の
１５
件

で
す
。�

◎
米
国
産
牛
肉
の
拙
速
な
輸
入

　
再
開
に
反
対
し
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の

　
万
全
な
対
策
を
求
め
る
意
見

　
書�

◎
２
０
０
６
年
医
療
制
度
改
革

　
に
関
す
る
意
見
書�

◎
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
の

　
堅
持
を
求
め
る
意
見
書�

◎
教
育
基
本
法
を
遵
守
し
、
憲

　
法
・
教
育
基
本
法
の
理
念
を

　
生
か
し
た
教
育
の
実
現
を
求

　
め
る
意
見
書�

○
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
に
関

　
す
る
政
策
の
抜
本
改
正
を
求

　
め
る
意
見
書�

○
地
域
経
済
の
活
性
化
等
を
求

　
め
る
意
見
書�

○
北
海
道
の
最
低
賃
金
に
関
す

　
る
意
見
書�

○
公
共
工
事
に
お
け
る
賃
金
等

　
確
保
法
（
公
契
約
法
）
の
制

　
定
を
求
め
る
意
見
書�

◎
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
制
度

　
の
早
期
見
直
し
を
求
め
る
意

　
見
書�

◎
安
全
最
優
先
の
立
場
か
ら
Ｊ

�

Ｒ
の
安
全
対
策
の
根
本
的
見

　
直
し
を
求
め
る
意
見
書�

◎
偽
造
・
盗
難
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

　
ー
ド
犯
罪
に
対
す
る
預
金
者

　
保
護
の
法
制
化
を
求
め
る
意

　
見
書�

●
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝

　
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書�

◎
昆
布
輸
入
割
当
制
度
の
堅
持

　
を
求
め
る
意
見
書
（
全
文
掲

　
載
）�

◎
道
路
整
備
に
関
す
る
意
見
書

◎
地
方
議
会
制
度
の
充
実
強
化

　
に
関
す
る
意
見
書�

　
　
◎
＝
満
場
一
致
で
可
決�

　
　
○
＝
賛
成
多
数
で
可
決�

　
　
●
＝
賛
成
少
数
で
否
決�

������������������

����

▽
日
本
共
産
党
は
、
「
小
泉
首

相
の
靖
国
神
社
参
拝
の
中
止
を

求
め
る
意
見
書
（
案
）
」
に
対

し
、
首
相
が
公
式
な
場
で
過
去

の
日
本
の
戦
争
に
反
省
と
お
詫

び
を
し
て
も
、
靖
国
神
社
参
拝

に
よ
り
、
戦
争
が
正
し
か
っ
た

と
す
る
立
場
に
お
墨
付
き
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
反

省
の
発
言
と
矛
盾
す
る
こ
と
に

な
り
、
首
相
と
い
う
日
本
を
代

表
す
る
公
職
に
あ
る
限
り
は
自

粛
す
べ
き
で
あ
る
。
　
　
　
　

　
ま
た
、
各
種
世
論
調
査
の
結

　�
�����������������

果
や
新
聞
等
の
論
調
、
首
相
経

験
者
の
意
見
等
を
見
て
も
、
国

民
世
論
は
参
拝
自
粛
に
傾
い
て

い
る
ほ
か
、
我
が
国
と
ア
ジ
ア

諸
国
と
の
友
好
関
係
発
展
や
、

当
市
の
友
好
交
流
都
市
で
あ
る

天
津
市
と
の
交
流
を
実
り
あ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
も
小
泉
首

相
の
靖
国
神
社
参
拝
は
中
止
し

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
賛
成
の
討
論
を
行
い
ま

し
た
。�

　
こ
の
ほ
か
、
賛
成
・
反
対
の

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　�
����

第
２
回
定
例
会
で
は
次
の
１

件
の
決
議
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。�

●
北
海
道
警
察
裏
金
問
題
の
真

　
相
究
明
に
関
し
、
北
海
道
議

　
会
百
条
委
員
会
設
置
を
求
め

　
る
決
議�

�

（
●
＝
賛
成
少
数
で
否
決
）

　�
����

「
北
海
道
警
察
裏
金
問
題
の

真
相
究
明
に
関
し
、
北
海
道
議

会
百
条
委
員
会
設
置
を
求
め
る

決
議
（
案
）
」
に
対
し
て
、
次

の
２
会
派
か
ら
賛
成
の
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。�

▽
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
は
、
こ

の
決
議
案
は
、
真
相
究
明
に
及

び
腰
な
道
議
会
に
市
議
会
と
し

て
の
対
応
を
明
ら
か
に
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
提
案
し

た
も
の
で
あ
り
、
道
議
会
が
率

先
し
て
自
ら
の
権
限
を
行
使
し

調
査
機
能
を
果
た
さ
な
い
限
り

こ
の
問
題
は
解
決
せ
ず
、
百
条

委
員
会
の
設
置
は
道
民
の
要
求

に
応
え
、
疑
惑
を
解
明
す
る
た

め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
　
　
　

　
当
市
で
も
多
く
の
市
民
が
注

視
す
る
中
、
道
議
会
と
と
も
に

市
議
会
の
良
識
と
態
度
が
問
わ

れ
て
お
り
、
事
実
を
明
ら
か
に

し
信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
賛
成
の

討
論
を
行
い
ま
し
た
。�

▽
日
本
共
産
党
は
、
裏
金
問
題

は
徹
底
的
に
糾
明
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
道
監
査
委
員

に
よ
る
確
認
監
査
結
果
で
も
全

容
は
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全

容
解
明
の
た
め
に
は
、
強
い
権

限
を
持
っ
た
調
査
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
百
条
委
員

会
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。
　

　
道
議
会
は
こ
れ
ま
で
５
度
に

渡
り
百
条
委
員
会
設
置
の
決
議

案
を
否
決
し
て
い
る
が
、
市
議

会
と
し
て
市
民
の
声
を
道
議
会

に
届
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
賛
成
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。�

　
こ
の
ほ
か
、
賛
成
・
反
対
の

討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　�

（意見書意見書）�（意見書）�

（決　議決　議）�（決　議）�
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茅
部
町
の
農
林
水
産
業�

費
の
執
行
状
況�

南�

山
町
の�

国
保
税
の
滞
納
状
況�

恵�

決
　
算
　
審
　
査�

決
　
算
　
審
　
査�

井
町
に
お
け
る�

介
護
保
険
事
業�

戸�

法
華
村
の
各
種
公
共�

施
設
の
補
修
事
業�

椴�

山
町
の�

風
力
発
電
事
業�
恵�

特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム  潮寿荘潮寿荘�特別養護老人ホーム  潮寿荘�

◎戸井町一般会計 �
◎戸井町簡易水道事業特別会計�
◎戸井町公共下水道事業特別会計�
◎戸井町国民健康保険事業特別会計�
◎戸井町老人保健事業特別会計�
◎戸井町介護保険事業特別会計�
◎恵山町一般会計�
◎恵山町簡易水道事業特別会計�
◎恵山町国民健康保険特別会計�
◎恵山町老人保健特別会計�
◎恵山町介護保険事業特別会計�
◎恵山町風力発電事業特別会計�
◎恵山町立国保病院事業会計�
◎椴法華村一般会計�
◎椴法華村老人保健事業特別会計�
◎椴法華村国民健康保険事業特別会計�
◎椴法華村介護保険事業特別会計�
◎椴法華村簡易水道事業特別会計�
◎南茅部町一般会計�
◎南茅部町国民健康保険事業特別会計�
◎南茅部町老人保健特別会計�
◎南茅部町介護保険事業特別会計�
◎南茅部町水道事業会計�
◎南茅部町国民健康保険病院事業会計�
◎恵山地区衛生処理組合一般会計�
◎渡島東部消防事務組合一般会計�

◎＝満場一致で認定

決算採決結果�

����

　
第
２
回
定
例
会
で
、
決
算
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
旧

４
町
村
の
打
ち
切
り
決
算
に
係

る
平
成
１６
年
度
各
会
計
決
算
２６

件
に
つ
い
て
、
６
月
２２
日
に
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　

各
決
算
に
対
す
る
主
な
質
疑
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　

　�
�

質
疑
　
農
林
水
産
業
費
の
内
、

水
産
業
費
の
執
行
率
が
低
い
理

由
と
そ
の
後
の
推
移
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
　
　
　
　
　
　

答
弁
　
水
産
業
費
の
支
出
済
額

は
６
６
０
０
万
円
で
、
金
額
面

で
は
例
年
ど
お
り
の
執
行
状
況

に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１６
％
と
い
う
低
い
執
行
率
に

つ
い
て
は
、
コ
ン
ブ
種
苗
施
設

の
補
助
金
な
ど
、
大
型
の
事
業

費
が
函
館
市
に
引
き
継
ぎ
さ
れ

た
た
め
で
あ
り
、
引
き
継
ぎ
後

各
事
業
の
完
了
に
伴
い
、
町
の

支
出
分
と
合
わ
せ
た
平
成
１６
年

度
全
体
で
は
、
決
算
上
の
最
終

予
算
額
の
約
９５
％
に
達
し
て
い

る
。�

��

質
疑
　
国
保
税
の
滞
納
対
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。
　
　
　
　

　�
���

答
弁
　
国
保
税
の
滞
納
対
策
と

し
て
は
、
保
険
証
切
り
替
え
時

に
納
税
相
談
を
実
施
し
、
そ
の

内
容
に
よ
っ
て
、
被
保
険
者
資

格
証
明
書
ま
た
は
短
期
被
保
険

証
を
発
行
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
職
員
が
戸
別
訪
問
を

し
、
滞
納
額
の
徴
収
に
努
力
し

て
い
る
が
、
思
う
よ
う
に
そ
の

解
消
が
図
れ
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
現
下
の
景
気
の
動
向
等

を
見
る
と
、
今
後
も
滞
納
が
増

加
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
が
、
不
公
平
感
が
生
じ
な
い

よ
う
、
努
力
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。�

��

質
疑
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
　

答
弁
　
戸
井
町
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の

相
談
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
ケ

ア
プ
ラ
ン
に
よ
る
在
宅
サ
ー
ビ

ス
と
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
は
じ
め
と
す
る
介
護
保
険
施

設
で
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

と
な
っ
て
お
り
、
合
併
時
点
に

お
け
る
戸
井
町
の
要
介
護
（
支

援
）
認
定
者
は
１
９
５
人
で
、

そ
の
内
１
６
２
人
が
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
。�

����������������

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か

ら
の
苦
情
等
の
申
し
出
は
な
く
、

順
調
に
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
　
　

　�
�

質
疑
　
補
修
事
業
の
実
施
状
況

　�
�������������

����

と
今
後
の
補
修
の
見
通
し
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
　

答
弁
　
合
併
前
に
住
民
生
活
に

関
わ
り
の
あ
る
公
共
施
設
に
絞

り
、
外
部
廻
り
を
主
に
補
修
を

実
施
し
、
そ
の
内
容
と
し
て
は

地
域
会
館
等
合
計
１５
施
設
で
約

９
４
２
２
万
円
と
な
っ
て
い
る
。�

�

こ
の
ほ
か
、
年
数
の
経
過
し

て
い
る
施
設
の
内
部
設
備
等
に

つ
い
て
は
、
対
処
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
見
誤
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

普
段
か
ら
の
維
持
管
理
に
努
め

る
と
と
も
に
、
突
発
的
な
補
修

に
も
素
早
く
対
応
し
て
参
り
た

い
。�

�

ま
た
、
備
品
に
つ
い
て
も
、

可
能
な
限
り
使
用
す
る
こ
と
を

　�
�������������

基
本
に
し
つ
つ
、
計
画
的
な
整

備
を
図
り
た
い
。
　
　
　
　
　

　�
�

質
疑
　
平
成
１６
年
度
決
算
の
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
　
　

答
弁
　
風
力
発
電
事
業
は
、
平

成
１６
年
１１
月
１５
日
に
破
産
管
財

人
か
ら
恵
山
町
に
無
償
譲
渡
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
決

算
は
昨
年
１１
月
３０
日
ま
で
の
打

ち
切
り
決
算
で
あ
る
た
め
、
事

業
期
間
と
し
て
は
半
月
間
で
あ

る
。
こ
の
間
の
実
績
は
販
売
電

力
量
５
万
７
０
４
０
ｋ
ｗ
ｈ
、

売
電
金
額
６９
万
４
７
４
７
円
と

な
っ
た
が
、
納
入
に
つ
い
て
は

翌
月
に
な
る
こ
と
か
ら
、
歳
入

は
数
値
と
し
て
現
れ
て
い
な
い

ほ
か
、
歳
出
も
半
月
分
の
賃
金

７
万
５
千
円
の
み
と
な
っ
て
い

る
。�


